
 

平
成
二
七
年
第
十
二
回
教
育
委
員
会
よ
り 

  

平
成
二
七
年
第
十
二
回
教
育
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
内
容
は
あ
く
ま
で
も
要
旨
で
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
式
な
手
続
き
に
よ
り
会
議

録
を
閲
覧
く
だ
さ
い
。 

 

一 

日
時 

平
成
二
七
年
十
二
月
十
六
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
九
時
三
〇
分
～ 

二 

笹
神
支
所 

 

四
階 

委
員
会
室
１ 

 

三 

要
旨 

（
１
） 

平
成
二
七
年
第
十
一
回
教
育
委
員
会
定
例
会

会
議
録
の
承
認 

 

（
２
）
報
告
（
会
議
・
行
事
） 

 

前
回
（
十
一
月
二
六
日
）
か
ら
今
回
ま
で
の
事
務
局

の
事
業
報
告
と
質
疑 

○
第
十
二
回
教
育
委
員
会
定
例
会 

・
十
一
月
二
六
日(

木) 

〇
「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
村
上
展 

・
十
一
月
二
六
日(

木)  

村
上
市
総
合
文
化
会
館 

○
青
少
年
育
成
県
民
会
議
地
域
別
懇
談
会 

・
十
一
月
二
七
日(

金)  

関
川
村
村
民
会
館 

 

 
 

 
 

 

 
 
 

 

 

 
 

○
京
ヶ
瀬
地
区
防
犯
連
絡
協
議
会
「
第
十
二
回
親
子 

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」 

・
十
一
月
二
九
日(

日)  

京
ヶ
瀬
小
学
校
体
育
館 

〇
こ
だ
ま
２
「
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」 

・
十
一
月
二
九
日(

日)  

安
田
公
民
館 

〇
第
十
二
回
市
民
九
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
・
十
一
月
二
九
日(

日)  

笹
神
体
育
館 

○
第
一
回
人
事
異
動
会
議 

 
・
十
一
月
三
〇
日(

月)  

笹
神
支
所 

 
○
阿
賀
野
市
議
会
十
二
月
定
例
会 

・
十
二
月
二
日(

水)

～ 

本
会
議
・
一
般
質
問
等 

・
十
二
月
七
日(

月)  

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

・
十
二
月
十
一
日(

金)  

本
会
議
・
採
決 

〇
十
二
月
定
例
校
園
長
会
議 

 

・
十
二
月
三
日(
木) 

〇
高
齢
者
学
級
閉
講
式 

・
さ
わ
ら
び
学
級(

笹
神
地
区)

十
二
月
三
日(

木) 

・
寿
学
級(

京
ヶ
瀬
地
区)

十
二
月
一
〇
日(

木) 

○
下
越
地
区
公
民
館
職
員
研
修
会 

・
十
二
月
十
一
日
（
金
）
ア
グ
リ
パ
ー
ク 

○
緑
の
少
年
団
修
了
式 

 

・
十
二
月
十
二
日(

土) 

ふ
れ
あ
い
会
館 

 

〇
第
十
二
回
教
育
委
員
会
定
例
会 

 
 

・
十
二
月
十
六
日(

水) 

 
(

３)  

議
件 

○
議
案
第
八
二
号 

阿
賀
野
市
立
幼
稚
園
夏
季
保

育
料
に
関
す
る
規
則
の
廃
止
に
つ
い
て 

承
認 

〇
議
案
第
八
三
号 

阿
賀
野
市
立
幼
稚
園
保
育
料 

 

の
減
免
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

承
認 

〇
議
案
第
八
四
号 

阿
賀
野
市
介
助
員
設
置
要
綱 

の
制
定
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

承
認 

〇
議
案
第
八
五
号 

阿
賀
野
市
適
応
指
導
教
室
設
置

要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 
 
 

承
認 

〇
議
案
第
八
六
号 

阿
賀
野
市
適
応
指
導
教
室
「
五

頭
連
峰
少
年
自
然
の
家
」
運
営
要
領
の
廃
止
に
つ

い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

承
認 

〇
議
案
第
八
七
号 

阿
賀
野
市
不
登
校
児
童
生
徒

訪
問
指
導
員
設
置
要
綱
の
廃
止
に
つ
い
て 

承
認 

〇
議
案
第
八
八
号 

要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童

生
徒
の
認
定
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
申
請
五
人 

認
定
五
人 

〇
議
案
第
八
九
号 

共
催
・
後
援
願
い
の
承
認
に 

つ
い
て
（
共
催
二
件
、
後
援
一
件
） 

承
認 

＊
あ
そ
び
の
広
場
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
出
張
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー 

 

ツ
教
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
催 

・
代
表
者 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ 

 

理
事
長 

國
井 

嘉
樹 

 
 
 
 
 
 

 

・
会
場 

安
田
公
民
館 

・
期
日 

平
成
二
八
年
二
月
十
四
日
（
日
） 

＊
こ
こ
ろ
の
悩
み
「
聴
く
」
セ
ミ
ナ
ー 

共
催 

・
代
表
者 

新
潟
い
の
ち
の
電
話
後
援
会
下
越
支
部 

 

支
部
長 

高
澤 

大
介 

・
趣
旨 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
認
識
を
深
め
、
心
の

悩
み
を｢

聴
く｣

技
術
を
習
得
し
て
悩
め
る
人
へ

の
手
助
け
が
で
き
る
人
の
養
成
を
図
る
。 

・
期
日 

一
月
二
十
三
日(

土)

・
三
〇
日(

土) 

・
会
場 

水
原
保
健
セ
ン
タ
ー 

教
育
委
員
会
だ
よ
り 

第 138号 

H28.1.6 

阿賀野市 

教育委員会 



＊
平
成
二
七
年
度
探
鳥
会
及
び
野
鳥
保
護
の
集
い

（
瓢
湖
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
援 

・
代
表
者 

新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
「
紫
雲
寺
さ
え

ず
り
の
里
」
所
長 

西
脇
憲
治 

・
新
潟
県
野
鳥
愛
護
会
会
長 

渡
辺 

央 
 

・
会
場
【
探
鳥
会
】
瓢
湖
周
辺 

【
集
い
】
福
祉
会
館 

・
期
日 

平
成
二
八
年
二
月
十
四
日
（
日
） 

午
前
一
〇
時
～
午
後
三
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(

４)  

今
後
の
日
程
に
つ
い
て 

 

〇
京
ヶ
瀬
公
民
館
再
編
説
明
会 

・
十
二
月
十
七
日
（
金
） 

〇
山
手
学
級
閉
講
式
・
十
二
月
十
八
日(
金) 

〇
児
童
虐
待
防
止
研
修
会 

・
十
二
月
二
十
五
日(

金)  

保
健
セ
ン
タ
ー 

〇
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
上
映
会 

・
十
二
月
二
十
五
日(

金)  

市
立
図
書
館 

○
仕
事
納
め
～
市
長
訓
示 

 

・
十
二
月
二
八
日(

金)  

保
健
セ
ン
タ
ー 

○
第
十
二
回
市
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会 
 

・
一
月
一
日(

木)  

市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か 

○
仕
事
始
め
～
一
月
四
日
（
月
） 

・
市
長
訓
示
・
九
時
～
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
教
育
長
訓
示
・
十
一
時
～
・
ふ
れ
あ
い
会
館 

○
新
春
か
る
た
大
会
・
一
月
六
日(

水)

市
民
図
書
室 

○
三
学
期
始
業
式 
(

京
小
・
水
中
・
笹
中
は
七
日
、 

他
の
小
中
学
校
・
幼
稚
園
は
八
日) 

○
定
例
校
園
長
会 

・
一
月
十
三
日(

木) 

笹
神
支
所 

 
 

○
第
二
回
教
職
員
人
事
異
動
会
議 

・
一
月
十
九
日
（
木
）
午
後
・
下
越
教
育
事
務
所 

○
学
校
招
待
給
食
～
地
元
食
材
の
活
用 

・
一
月
二
二
日
（
金
）
神
山
小
学
校
・
市
長
ほ
か 

○
平
成
二
八
年
第
一
回
教
育
委
員
会
定
例
会 

・
一
月
二
二
日
（
金
） 

九
時
三
〇
分
～
笹
神
支
所 

 (

５)  

報
告 

○
児
童
・
生
徒
及
び
教
職
員
の
事
故
報
告
に
つ
い
て 

・
中
学
生 

１
件 

・
教
職
員 

１
件 

○
給
食
食
材
の
放
射
性
物
質
測
定
結
果 

～
全
て
検
出
限
界
値
未
満
～ 

・
阿
賀
野
市
産
大
根
・
愛
知
県
キ
ャ
ベ
ツ
・
茨
城
県

白
菜
・
千
葉
県
か
ぶ
・
大
根
・
新
潟
市
小
松
菜 

・
キ
ャ
ベ
ツ
・
き
ゅ
う
り
・
魚
沼
市
も
や
し
・
南
魚

沼
市
え
の
き
茸 

○
保
田
小
学
校
の
校
名
変
更
に
つ
い
て 

・「
保
田
小
学
校
」
を
「
安
田
小
学
校
」
に
校
名
変
更

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
、
市
民
か
ら
も
意
見

を
徴
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
事
務
連
絡
） 

○
教
育
委
員
の
異
動
（
新
潟
県
） 

○
教
育
委
員
会
だ
よ
り
１
３
７
号 

 
 
 
 

 
 

 

 

 
終
了 

午
前
一
〇
時
四
三
分 

 
 

 

〈
参
考
〉 

平
成
二
八
年
度
の
小
中
学
校
教
職
員
配
当
基
準
に

つ
い
て 

（
小
学
校
） 

①
同
学
年
の
児
童
で
編
制
す
る
場
合
は
、
第
１
学
年

は
３
５
人
で
、
第
２
学
年
か
ら
第
６
学
年
ま
で
は
、

１
学
級
４
０
人
で
編
制
し
た
学
級
数
と
す
る
。 

但
し
、
当
該
市
町
村
教
委
が､

第
１
・
２
学
年

に
限
り
、
１
学
級
３
２
人
で
編
制
を
希
望
す
る
場

合
は
１
学
級
を
３
２
人
で
編
制
し
た
学
級
数
と

す
る
。
ま
た
、
第
１
学
年
で
３
２
人
学
級
を
実
施

し
た
が
、
第
２
学
年
に
進
級
し
た
際
に
、
児
童
数

の
減
少
で
３
２
人
学
級
を
維
持
で
き
ず
、
学
級
減 

に
な
る
場
合
で
、
当
該
市
町
村
教
委
が
１
学
年
時

の
学
級
数
維
持
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
学
級

数
と
す
る
。 

（
水
原
小
２
・
６
学
年
、
安
野
小
２
学
年
、
笹
岡

小
２
学
年
が
該
当
） 

②
二
八
年
度
は
第
３
・
４
・
５
・
６
学
年
も
①
に
準

じ
、
三
五
人
と
す
る
が
少
人
数
学
級
は
県
が
認
め

る
場
合
だ
け
加
配
措
置
す
る
。
（
笹
岡
小
６
学
年

の
み
が
該
当
） 

③
第
２
学
年
以
上
の
引
き
続
く
２
の
学
年
の
児
童 

数
の
合
計
が
十
六
人
以
下
の
場
合
は
１
学
級
編 

制
（
複
式
）（
山
手
小
学
校
４
・
５
学
年
が
該
当
） 

 

④
特
別
支
援
学
級
の
１
学
級
は
、
八
人
以
下
編
制 

○
特
別
支
援
学
級
等
の
増
・
新
設
希
望
の
動
き 

・
保
田
小
学
校
に
情
緒
障
害
学
級
１
を
増
設 

・
安
野
小
学
校
に
知
的
障
害
学
級
１
を
増
設 

 
 

（
中
学
校
） 

①
１
学
級
生
徒
数
は
四
十
人
以
下
と
す
る
が
、
二
八 

年
度
は
全
学
年
１
学
級
三
五
人
以
下
と
す
る
。 

（
安
田
中
２
学
年
、
水
原
中
１
・
２
・
３
学
年
が

該
当
） 

 

②
引
き
続
く
２
の
学
年
の
生
徒
数
が
合
計
八
人
以 

 
 

 
 

下
の
場
合
は
１
学
級
編
制 

 

③
特
別
支
援
学
級
の
１
学
級
は
、
八
人
以
下
編
制 

 

○
特
別
支
援
学
級
等
の
増
・
新
設
希
望
の
動
き 

・
水
原
中
学
校
に
情
緒
障
害
学
級
１
を
増
設 

 

以
上 

 
 


